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　市では、地域の課題を解決し、活性化を図るため、地域の皆さんが自ら考え取り組む事業に対し、活動
経費の一部を補助しています。
　今月号では、各地域の中から１団体に焦点を当て、事業への思いや意気込みなどを紹介します。

　地域の特性をいかした自発的な
取り組みで、地域活力の向上につ
ながる事業に、活動資金の一部
を補助します（補助率は、事業
経費の３分の２以内で、50万円
を限度）。
　ただし、国・県などから支援を
受けていたり、政治、宗教、営利
目的であったり、物品の購入や委
託の経費が大半を占める事業は助
成の対象になりません。
　詳しくはお問い合わせください。

●白河歴代藩公行列事業白河歴代藩公行列事業
●第２回家族のきずなエッセイ募集事業第２回家族のきずなエッセイ募集事業
●本沼伝統文化保存継承事業本沼伝統文化保存継承事業
●地域協働災害ボランティアネットワ地域協働災害ボランティアネットワ
　ーク構築事業　ーク構築事業
●再生可能エネルギー導入推進市民再生可能エネルギー導入推進市民
　啓発事業　啓発事業
●子育て家族の居場所事業子育て家族の居場所事業

●赤い田園の里創り事業赤い田園の里創り事業
●オリジナル太鼓曲作曲・技術指導会オリジナル太鼓曲作曲・技術指導会
　事業　事業
●隈戸川音頭保存事業隈戸川音頭保存事業

●地域活性化・子供達に郷土愛継承地域活性化・子供達に郷土愛継承
　事業　事業
●野出島の里づくり事業野出島の里づくり事業
●琴平相撲復活祭事業琴平相撲復活祭事業

●手作り絵本で復興応援事業手作り絵本で復興応援事業
●表郷復興プロジェクト事業表郷復興プロジェクト事業
●絶滅危惧種「ビャッコイ」保全研究事絶滅危惧種「ビャッコイ」保全研究事
　業　業
●深渡戸地区伝統行事の復活事業深渡戸地区伝統行事の復活事業
●地区伝統行事の復活事業地区伝統行事の復活事業
●未来へ続け「いきいき生け花」体験未来へ続け「いきいき生け花」体験
　教室事業　教室事業

白河市地域づくり活性化支援事業 平成26年度に採択された事業

問本庁舎地域支援課☎㉒1111　内2256
　各庁舎地域振興課　表郷☎322111　大信☎462111　東342111

地域の特性をいかし活性化地域の特性をいかし活性化
■地域づくり活性化支援事業事例紹介
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　盆踊り大会では、本沼自治
会各区が出店や警備等に協力。
ポスターやちらしなど、ＰＲに
力を入れたことで、当日は多
くの人でにぎわいました。

　オリジナル曲修得のため、
技術指導を受けている様子。
３月の「ふれあい春の集いin表
郷」などのイベントなどで演
奏する予定です。

　ペットボトル灯ろうの表面
に張る絵は、地区の子供会に
依頼。夏休み中に各地区で行
われる勉強会の中で、250本
の灯ろうを作成しました。

　福幸市は年に４回開催。12
月７日の市では、大槌町の新巻
鮭で粗汁を作り提供しました。
来場者から「毎回楽しみです」
などの声が聞かれました。

白河地域

大信地域

表郷地域

東地域

　

本
沼
な
ど
大
沼
地
区
の
「
盆
踊
り
大
会
」

は
、
地
区
内
の
各
自
治
会
青
年
部
が
中
心
に

な
っ
て
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
若
者
の
減
少
な
ど
で
行
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
き

ず
な
、
伝
統
が
失
わ
れ
る
と
思
い
本
沼
自
治

会
の
役
員
が
中
心
に
な
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
ほ
か
に
も
、
無
病
息
災
を
祈
願

す
る
「
ど
ん
ど
焼
き
祭
」
や
豊
年
満
作
を
祈

る
「
舞ま

い
こ込
ん
だ
祭
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
踊

り
や
作
法
を
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
で
、
世

代
間
や
地
域
の
交
流
が
図
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
様
々
な
意
見
を
基
に
誰
も
が
楽

し
め
る
祭
り
を
目
指
し
な
が
ら
続
け
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

　

以
前
、
信
夫
二
小
で
和
太
鼓
の
発
表
会
が

あ
り
、
そ
の
姿
に
感
動
し
た
保
護
者
が
中
心

に
な
っ
て
「
大
信
こ
だ
ま
太
鼓
」
を
結
成
し

ま
し
た
。
現
在
、
会
員
が
大
信
地
域
全
域
に

拡
大
し
、
自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

曲
は
、
大
信
の
シ
ン
ボ
ル
「
聖ひ

じ
り

ケが

岩い
わ

」
を

題
材
に
、
作
曲
は
以
前
か
ら
太
鼓
の
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
㈱
ま
つ
り
工
房
（
長

野
県
伊
那
市
）
の
北き

た
は
ら原
永ひ

さ
し

氏
に
依
頼
し
ま
し

た
。
技
術
指
導
を
受
け
、
12
月
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
聖ひ

じ
り

」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
曲
と
一
緒
に
成
長
し
な
が
ら
知

名
度
を
上
げ
、
聖
ケ
岩
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
交
流

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

「
釜
子
納
涼
盆
踊
り
」
は
、
１
０
０
年
以

上
続
く
伝
統
行
事
で
す
。
近
年
、
参
加
者
が

減
少
し
て
い
た
た
め
、
伝
統
を
継
承
し
て
い

く
に
は
、
盆
踊
り
に
参
加
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
開
催
時
に
合
わ
せ

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
灯

ろ
う
」
の
展
示
や
、
３
日
連
続
で
来
場
し
た

方
に
買
物
券
を
提
供
す
る
「
３
Ｄ
パ
ス
ポ
ー

ト
」
等
を
行
い
、
多
く
の
参
加
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
事
前
に
踊
り
の
練
習
会
を
行

い
、
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

補
助
は
今
年
で
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
伝
統
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
あ
い
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

震
災
以
降
、
表
郷
地
域
に
以
前
ほ
ど
の
活

気
が
無
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
地
域
に
元

気
を
取
り
戻
そ
う
と
「
福ふ

っ
こ
う
い
ち

幸
市
」
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

福
幸
市
で
は
、
地
元
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス

を
設
け
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
知

り
合
っ
た
被
災
地
の
方
々
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
、
そ
の
土
地
の
特
産
品
を
販
売
す
る
な
ど
、

復
興
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
方
に
地
域
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
機
関
誌
の
発
行
も
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
を
明
る
く
元
気
に
す
る
に
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

な
ど
様
々
な
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
地
域

を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。


